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(57)【要約】
【課題】有機電界発光素子の劣化及び温度変化による輝
度変化を補正できる有機電界発光表示装置及びその駆動
方法を提供する。
【解決手段】本発明による有機電界発光表示装置は、走
査駆動部１１１、データ駆動部１１２、ピクセル回路１
１３を含む有機電界発光表示パネル１１０、有機電界発
光表示パネル１１０に電気的に繋がれた電源供給部１２
０、有機電界発光表示パネル１１０に電気的に繋がれて
電源供給部１２０から供給される電圧を検知する電圧検
知部１３０、電圧検知部１３０に電気的に繋がれて電源
供給部１２０を制御する制御部１４０を含み、制御部１
４０は、電圧検知部１３０で測定された電圧値が制御部
１４０で計算された電圧値より大きければ電源供給部１
２０の電圧値を減少させて、電圧検知部１３０で測定さ
れた電圧値が制御部１４０で計算された電圧値より小さ
ければ電源供給部１２０の電圧値を増加させることを特
徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のピクセル回路を含む有機電界発光表示パネルと、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれた電源供給部と、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて、前記電源供給部から供給される電圧
を検知する電圧検知部と、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれて、前記電源供給部を制御する制御部と、を含み、
　前記制御部は、前記電圧検知部で測定された電圧値が前記制御部で計算された電圧値よ
り大きければ前記電源供給部の電圧値を減少させるように制御し、前記電圧検知部で測定
された電圧値が前記制御部で計算された電圧値より小さければ前記電源供給部の電圧値を
増加させるように制御することを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記有機電界発光表示パネルの前記複数のピクセ
ル回路間に電気的に繋がれることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部とすべての前記複数のピクセル回路間に繋がれたこ
とを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路の中の少なくとも１つの
ピクセル回路間に繋がれたことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路間に抵抗で繋がれており
、前記抵抗にかかる電圧を測定することを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれて前記複数のピクセル回路にかかる電圧値を累積して
測定電圧値を測定する累積加算部と、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて前記複数のピクセル回路に印加される
データ値に対する参照値が保存されているフレームメモリと、
　前記累積加算部と前記フレームメモリに電気的に繋がれて前記参照値を前記累積加算部
で計算された前記測定電圧値と比べる比較部と、
　前記比較部に電気的に繋がれて前記比較部の結果に応じて前記電源供給部の電圧値を調
節する電圧調節部と、を含むことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記累積加算部は、少なくとも１フレームの周期毎に前記ピクセル回路にかかる電圧値
を累積することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記フレームメモリは、前記参照値のルックアップテーブルを保存しており、前記参照
値を前記比較部に伝達することを特徴とする請求項６又は７に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項９】
　前記フレームメモリは、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ及びフラッシュメモリの
うち選択されたいずれか１つであることを特徴とする請求項６～８のいずれか１項に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記比較部は、前記参照値と前記測定電圧値との差を前記電圧調節部に伝達することを
特徴とする請求項６～９のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
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　前記電圧調節部は、前記参照値と前記測定電圧値との前記差の分だけ前記電源供給部の
電圧を増加させることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　データ駆動部及び複数のピクセル回路を含む有機電界発光表示パネルと、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれた電源供給部と、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて、前記電源供給部から供給される電圧
を検知する電圧検知部と、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれて、前記データ駆動部を制御する制御部と、を含み、
　前記制御部は、前記電圧検知部で測定された電圧値が前記制御部で計算された電圧値よ
り大きければ前記複数のピクセル回路の輝度を減少させる制御信号を出力し、前記電圧検
知部で測定された電圧値が前記制御部で計算された電圧値より小さければ前記複数のピク
セル回路の輝度を増加させる制御信号を出力することを特徴とする有機電界発光表示装置
。
【請求項１３】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記有機電界発光表示パネルの前記複数のピクセ
ル回路間に電気的に繋がれることを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１４】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部とすべての前記複数のピクセル回路間に繋がれたこ
とを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路の中の少なくとも１つの
ピクセル回路間に繋がれたことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路間に抵抗で繋がれており
、前記抵抗にかかる電圧を測定することを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれて前記複数のピクセル回路にかかる電圧値を累積して
測定電圧値を測定する累積加算部と、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて、前記複数のピクセル回路に印加され
るデータ値に対する参照値が保存されているフレームメモリと、
　前記累積加算部と前記フレームメモリに電気的に繋がれて前記参照値を前記累積加算部
で計算された前記測定電圧値と比べる比較部と、
　前記比較部に電気的に繋がれて前記比較部の結果に応じて前記データ駆動部のデータ値
を調節するガンマ調節部と、を含むことを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項１８】
　前記累積加算部は、少なくとも１フレームの周期毎に前記ピクセル回路にかかる電圧値
を累積することを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記フレームメモリは、前記参照値のルックアップテーブルを保存しており、前記参照
値を前記比較部に伝達することを特徴とする請求項１７又は１８に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項２０】
　前記フレームメモリは、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ及びフラッシュメモリの
うち選択されたいずれか１つであることを特徴とする請求項１７～１９のいずれか１項に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
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　前記比較部は、前記参照値と前記測定電圧値との差を前記ガンマ調節部に伝達すること
を特徴とする請求項１７～２０のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２２】
　前記ガンマ調節部は、前記差に比例して前記データ駆動部のデータ電圧を増加させるこ
とを特徴とする請求項２１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２３】
　複数のピクセル回路を含む有機電界発光表示パネルを備えるパネル具備ステップと、
　電源供給部が前記有機電界発光表示パネルに電源を供給する電源供給ステップと、
　電圧検知部が前記電源供給部から前記有機電界発光表示パネルに供給される電圧を検知
する電圧検知ステップと、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれた制御部が前記電源供給部を制御する制御ステップと
、を含み、
　前記制御ステップは、前記制御部が前記電圧検知部で測定された電圧値が前記制御部で
計算された電圧値より大きければ前記電源供給部の電圧値を減少させ、前記電圧検知部で
測定された電圧値が前記制御部で計算された電圧値より小さければ前記電源供給部の電圧
値を増加させることを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２４】
　前記電圧検知ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路
間に電気的に繋がれることを特徴とする請求項２３に記載の有機電界発光表示装置の駆動
方法。
【請求項２５】
　前記電圧検知ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部とすべての前記複数のピク
セル回路に繋がれたことを特徴とする請求項２３に記載の有機電界発光表示装置の駆動方
法。
【請求項２６】
　前記電圧ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路の中
の少なくとも１つのピクセル回路間に繋がれたことを特徴とする請求項２３に記載の有機
電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２７】
　前記電圧検知ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路
間に抵抗で繋がれており、前記抵抗にかかる電圧を測定することを特徴とする請求項２３
に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２８】
　前記制御ステップの前記制御部は、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれて前記複数のピクセル回路にかかる電圧値を累積して
測定電圧値を測定する累積加算部と、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて、前記複数のピクセル回路に印加され
るデータ値に対する参照値が保存されているフレームメモリと、
　前記累積加算部と前記フレームメモリに電気的に繋がれて前記参照値を前記累積加算部
で測定された前記測定電圧値と比べる比較部と、
　前記比較部に電気的に繋がれて前記比較部の結果に応じて前記電源供給部の電圧値を調
節する電圧調節部と、を含むことを特徴とする請求項２３に記載の有機電界発光表示装置
の駆動方法。
【請求項２９】
　前記制御ステップは、前記累積加算部が少なくとも１フレームの周期毎に前記ピクセル
回路にかかる電圧値を累積することを特徴とする請求項２８に記載の有機電界発光表示装
置の駆動方法。
【請求項３０】
　前記制御ステップは、前記フレームメモリが前記参照値のルックアップテーブルを保存
しており、前記参照値を前記比較部に伝達することを特徴とする請求項２８又は２９に記
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載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３１】
　前記制御ステップは、前記フレームメモリがＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ及び
フラッシュメモリのうち選択されたいずれか１つであることを特徴とする請求項２８～３
０のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３２】
　前記制御ステップは、前記比較部が前記参照値と測定電圧値との差を前記電圧調節部に
伝達することを特徴とする請求項２８～３１のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装
置の駆動方法。
【請求項３３】
　前記制御ステップは、前記電圧調節部が前記差の分だけ前記電源供給部の電圧を増加さ
せることを特徴とする請求項３２に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３４】
　データ駆動部及び複数のピクセル回路を含む有機電界発光表示パネルを備えるパネル具
備ステップと、
　電源供給部が前記有機電界発光表示パネルに電源を供給する電源供給ステップと、
　電圧検知部が前記電源供給部から前記有機電界発光表示パネルに供給される電圧を検知
する電圧検知ステップと、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれた制御部が前記データ駆動部を制御する制御ステップ
と、を含み、
　前記制御ステップの制御部は、前記電圧検知部で測定された電圧値が前記制御部で計算
された電圧値より大きければ前記複数のピクセル回路の輝度を減少させる制御信号を出力
し、前記電圧検知部で測定された電圧値が前記制御部で計算された電圧値より小さければ
前記複数のピクセル回路の輝度を増加させる制御信号を出力することを特徴とする有機電
界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３５】
　前記電圧検知ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路
間に電気的に繋がれることを特徴とする請求項３４に記載の有機電界発光表示装置の駆動
方法。
【請求項３６】
　前記電圧検知ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部とすべての前記複数のピク
セル回路間に繋がれたことを特徴とする請求項３４に記載の有機電界発光表示装置の駆動
方法。
【請求項３７】
　前記電圧検知ステップの前記電圧検知部は、前記電源供給部と前記複数のピクセル回路
の中の少なくとも１つのピクセル回路間に繋がれたことを特徴とする請求項３４に記載の
有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３８】
　前記電圧検知ステップは、前記電圧検知部が前記電源供給部と前記複数のピクセル回路
間に抵抗で繋がれており、前記抵抗にかかる電圧を測定することを特徴とする請求項３４
に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３９】
　前記制御ステップの前記制御部は、
　前記電圧検知部に電気的に繋がれて前記複数のピクセル回路にかかる電圧値を累積して
測定電圧値を測定する累積加算部と、
　前記有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて、前記複数のピクセル回路に印加され
るデータ値に対する参照値が保存されているフレームメモリと、
　前記累積加算部と前記フレームメモリに電気的に繋がれて前記参照値を前記累積加算部
で計算された前記測定電圧値と比べる比較部と、
　前記比較部に電気的に繋がれて前記比較部の結果に応じて前記データ駆動部のデータ値
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示装置の駆動方法。
【請求項４０】
　前記制御ステップは、前記累積加算部が少なくとも１フレームの周期毎に前記複数のピ
クセル回路にかかる電圧値を累積することを特徴とする請求項３９に記載の有機電界発光
表示装置の駆動方法。
【請求項４１】
　前記制御ステップは、前記フレームメモリが前記参照値のルックアップテーブルを保存
しており、前記参照値を前記比較部に伝達することを特徴とする請求項３９又は４０に記
載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項４２】
　前記制御ステップの前記フレームメモリは、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ及び
フラッシュメモリのうち選択されたいずれか１つであることを特徴とする請求項３９～４
１のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項４３】
　前記制御ステップは、前記比較部が前記参照値と前記測定電圧値との差を前記ガンマ調
節部に伝達することを特徴とする請求項３９～４２のいずれか１項に記載の有機電界発光
表示装置の駆動方法。
【請求項４４】
　前記制御ステップは、前記ガンマ調節部が前記差に比例して前記データ駆動部のデータ
電圧を増加させることを特徴とする請求項４３に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳しくは、有機電界発
光素子の劣化と温度変化による輝度変化を補正することができる有機電界発光表示装置及
びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光表示装置は、蛍光性または燐光性有機化合物を電気的に励起させて発光さ
せる表示装置であって、Ｎ×Ｍ個の有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）を駆動して映像を表現
することができる。
【０００３】
　このような有機発光セルは、アノード（ＩＴＯ）、有機薄膜、カソード（金属）の構造
でなっている。有機薄膜は、発光層、電子輸送層（ＥＴＬ）、正孔輸送層（ＨＴＬ）を含
む多層構造でなり、別の電子注入層（ＥＩＬ）及び正孔注入層（ＨＩＬ）を含むことがで
きる。
【０００４】
　このような有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）において、アノード電極に印加される電圧は
カソード電極に印加される電圧より常に高く設定されるため、アノード電極側には負極性
（－）のキャリアが位置されて、カソード電極側には正極性（＋）のキャリアが位置する
。ここで、アノード電極に位置された負極性（－）のキャリア及びカソード電極に位置さ
れた正極性（＋）のキャリアが長期間保持されると、発光に寄与する電子及び正孔の移動
量が少なくなって平均輝度が低くなるが、これを劣化による輝度低下と言う。
【０００５】
　また、温度が変化すると、素子の移動度（μ）値が変化する。これは電子の場合、
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【数１】

の数式によって温度（絶対温度）に反比例するためである。ここで、単位時間当り単位面
積を通過する正味電荷の流れで正義される電流密度（Ｊ）は

【数２】

の関係にあるため、結局電流値が温度に反比例するようになる。正孔の場合にもこのよう
な方式で温度に反比例するようになる。したがって、電子と正孔との結合によって発光す
るようになる有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）は、温度が増加すると電子及び正孔の移動が
少なくなるようになるため、発光層（ＥＭＬ）における結合が少なくなり、結果的に輝度
が低下する。
【０００６】
　一般的な有機電界発光表示装置においては、有機電界発光素子が劣化すると電流効率の
変化及び電流－電圧特性の変化が発生する。特に、定電圧駆動をするデジタル駆動方式の
場合は、電流－電圧特性の変化による影響を大きく受けるようになるため、その程度がひ
どくなる。また、有機電界発光素子が同じ輝度を有する時、周辺温度の変化にしたがって
有機電界発光素子に流れる発光電流値が変化するようになり、輝度が変わるようになる問
題がある。
【０００７】
　従来には、このような輝度変化を補正するために特定パターンを画面に表示し、その時
の電流値を予測して、実際電流値と比べる方式を用いてきた。このような電流測定のため
に有機電界発光表示装置モジュールに電流測定用素子部品を取り付けたため、コスト上昇
の問題及びリアルタイムの電流比較が不可能であるという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述した従来の問題点を克服するためのものであって、本発明の目的は、有
機電界発光素子の劣化及び温度変化による輝度変化に対するリアルタイム補正をコスト上
昇を最小化しながら可能にする有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供するところ
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した目的を達成するため、本発明による有機電界発光表示装置は複数のピクセル回
路を含む有機電界発光表示パネルと、有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれた電源供
給部と、有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれて電源供給部から供給される電圧を検
知する電圧検知部と、電圧検知部に電気的に繋がれて電源供給部を制御する制御部とを含
み、制御部は電圧検知部で測定された電圧値が制御部で計算された電圧値より大きければ
電源供給部の電圧値を減少させ、電圧検知部で測定された電圧値が制御部で計算された電
圧値より小さければ電源供給部の電圧値を増加させることができる。
【００１０】
　ここで、電圧検知部は、電源供給部とパネルのピクセル回路間に電気的に繋がれること
ができる。
【００１１】
　また、電圧検知部は、電源供給部とピクセル回路のうちの全部に繋がれることができる
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。
【００１２】
　また、電圧検知部は、電源供給部とピクセル回路のうちの一部に繋がれることができる
。
【００１３】
　また、電圧検知部は、電源供給部とピクセル回路間に抵抗で繋がれ、抵抗にかかる電圧
を測定するものであり得る。
【００１４】
　また、制御部は、電圧検知部に電気的に繋がれてピクセル回路にかかる電圧値を累積し
て測定電圧値を測定する累積加算部と、有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれてピク
セル回路に印加されるデータ値に対する参照値が保存されているフレームメモリと、累積
加算部とフレームメモリに電気的に繋がれて参照値を累積加算部で計算された測定電圧値
と比べる比較部と、比較部に電気的に繋がれて比較部の結果に応じて電源供給部の電圧値
を調節する電圧調節部とを含むことができる。
【００１５】
　また、累積加算部は、少なくとも１フレームの周期毎にピクセル回路にかかる電圧値を
累積することができる。
【００１６】
　また、フレームメモリは、累積データ値に対する参照値のルックアップテーブルが保存
されており、データに対する参照値を比較部に伝達することができる。
【００１７】
　また、フレームメモリは、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭであり得る。
【００１８】
　また、比較部は、参照値と測定電圧値との差を電圧調節部に伝達することができる。
【００１９】
　また、電圧調節部は、参照値と測定電圧値との差分、電源供給部の電圧を増加させるこ
とができる。
【００２０】
　また、有機電界発光表示装置は、データ駆動部及び複数のピクセル回路を含む有機電界
発光表示パネルと、有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれた電源供給部と、有機電界
発光表示パネルに電気的に繋がれて電源供給部から供給される電圧を検知する電圧検知部
と、電圧検知部に電気的に繋がれてデータ駆動部を制御する制御部とを含み、制御部は電
圧検知部で測定された電圧値が制御部で計算された電圧値より大きければピクセル回路の
輝度を減少させる制御信号を出力し、電圧検知部で測定された電圧値が制御部で計算され
た電圧値より小さければピクセル回路の輝度を増加させる制御信号を出力することができ
る。
【００２１】
　また、電圧検知部は、電源供給部とパネルのピクセル回路間に電気的に繋がれることが
できる。
【００２２】
　また、電圧検知部は、電源供給部とピクセル回路のうちの全部に繋がれることができる
。
【００２３】
　また、電圧検知部は、電源供給部とピクセル回路のうちの一部に繋がれることができる
。
【００２４】
　また、電圧検知部は、電源供給部とピクセル回路間に抵抗で繋がれ、抵抗にかかる電圧
を測定するものであり得る。
【００２５】
　また、制御部は、電圧検知部に電気的に繋がれてピクセル回路にかかる電圧値を累積し
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て測定電圧値を測定する累積加算部と、有機電界発光表示パネルに電気的に繋がれてピク
セル回路に印加されるデータ値に対する参照値が保存されているフレームメモリと、累積
加算部とフレームメモリに電気的に繋がれて参照値を累積加算部で計算された測定電圧値
と比べる比較部と、比較部に電気的に繋がれて比較部の結果に応じてデータ駆動部のデー
タ値を調節するガンマ調節部とを含むことができる。
【００２６】
　また、累積加算部は、少なくとも１フレームの周期毎にピクセル回路にかかる電圧値を
累積することができる。
【００２７】
　また、フレームメモリは、累積データ値に対する参照値のルックアップテーブルが保存
されており、累積データに対する参照値を比較部に伝達することができる。
【００２８】
　また、フレームメモリは、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭであり得る。
【００２９】
　また、比較部は、参照値と測定電圧値との差をガンマ調節部に伝達することができる。
【００３０】
　また、ガンマ調節部は、参照値と測定電圧値との差に比例してデータ駆動部のデータ電
圧を増加させることができる。
【００３１】
　さらに、上述した目的を達成するため、本発明による有機電界発光表示装置の駆動方法
は、複数のピクセル回路を含む有機電界発光表示パネルを備えるパネル具備ステップと、
有機電界発光表示パネルに電源供給部が電気的に繋がれる電源供給ステップと、有機電界
発光表示パネルに電源供給部から供給される電圧を検知する電圧検知部が電気的に繋がれ
る電圧検知ステップと、電圧検知部に電源供給部を制御する制御部が電気的に繋がれる制
御ステップとを含み、制御ステップは、制御部が電圧検知部で測定された電圧値が制御部
で計算された電圧値より大きければ電源供給部の電圧値を減少させ、電圧検知部で測定さ
れた電圧値が制御部で計算された電圧値より小さければ電源供給部の電圧値を増加させる
。
【００３２】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路間に電気的に繋が
れるステップであり得る。
【００３３】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路のうちの全部に繋
がれるステップであり得る。
【００３４】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路のうちの一部に繋
がれるステップであり得る。
【００３５】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路間に抵抗で繋がれ
、抵抗にかかる電圧を測定するステップであり得る。
【００３６】
　また、制御ステップは、制御部が電圧検知部に電気的に繋がれてピクセル回路にかかる
電圧値を累積して測定電圧値を測定する累積加算部と、有機電界発光表示パネルに電気的
に繋がれてピクセル回路に印加されるデータ値に対する参照値が保存されているフレーム
メモリと、累積加算部とフレームメモリに電気的に繋がれて参照値を累積加算部で計算さ
れた測定電圧値と比べる比較部と、比較部に電気的に繋がれて比較部の結果に応じて電源
供給部の電圧値を調節する電圧調節部とを含むことができる。
【００３７】
　また、制御ステップは、累積加算部が少なくとも１フレームの周期毎にピクセル回路に
かかる電圧値を累積するステップであり得る。
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【００３８】
　また、制御ステップは、フレームメモリが累積データ値に対する参照値のルックアップ
テーブルが保存され、データに対する参照値を比較部に伝達するステップであり得る。
【００３９】
　また、制御ステップは、フレームメモリがＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭであり得る。
【００４０】
　また、制御ステップは、比較部が参照値と測定電圧値との差を電圧調節部に伝達するス
テップであり得る。
【００４１】
　また、制御ステップは、電圧調節部が参照値と測定電圧値との差分、電源供給部の電圧
を増加させるステップであり得る。
【００４２】
　また、有機電界発光表示装置の駆動方法は、データ駆動部、ピクセル回路を含む有機電
界発光表示パネルを備えるパネル具備ステップと、有機電界発光表示パネルに電源供給部
が電気的に繋がれる電源供給ステップと、有機電界発光表示パネルに電圧検知部が電気的
に繋がれて電源供給部から供給される電圧を検知する電圧検知ステップと、電圧検知部に
データ駆動部を制御する制御部が電気的に繋がれる制御ステップとを含み、制御ステップ
の制御部は、電圧検知部で測定された電圧値が制御部で計算された電圧値より大きければ
ピクセル回路の輝度を減少させる制御信号を出力し、電圧検知部で測定された電圧値が制
御部で計算された電圧値より小さければピクセル回路の輝度を増加させる制御信号を出力
することができる。
【００４３】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とパネルのピクセル回路間に電気
的に繋がれるステップであり得る。
【００４４】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路のうちの全部に繋
がれるステップであり得る。
【００４５】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路のうちの一部に繋
がれるステップであり得る。
【００４６】
　また、電圧検知ステップは、電圧検知部が電源供給部とピクセル回路間に抵抗で繋がれ
おり、抵抗にかかる電圧を測定するステップであり得る。
【００４７】
　また、制御ステップは、制御部が電圧検知部に電気的に繋がれてピクセル回路にかかる
電圧値を累積して測定電圧値を測定する累積加算部と、有機電界発光表示パネルに電気的
に繋がれてピクセル回路に印加されるデータ値に対する参照値が保存されているフレーム
メモリと、累積加算部とフレームメモリに電気的に繋がれて参照値を累積加算部で計算さ
れた測定電圧値と比べる比較部と、比較部に電気的に繋がれて比較部の結果に応じてデー
タ駆動部のデータ値を調節するガンマ調節部とを含むステップであり得る。
【００４８】
　また、制御ステップは、累積加算部が少なくとも１フレームの周期毎にピクセル回路に
かかる電圧値を累積するステップであり得る。
【００４９】
　また、制御ステップは、フレームメモリが累積データ値に対する参照値のルックアップ
テーブルが保存され、累積データに対する参照値を比較部に伝達するステップであり得る
。
【００５０】
　また、制御ステップは、フレームメモリがＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭであり得る。
【００５１】
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　また、制御ステップは、比較部が参照値と測定電圧値との差をガンマ調節部に伝達する
ステップであり得る。
【００５２】
　また、制御ステップは、ガンマ調節部が参照値と測定電圧値との差に比例してデータ駆
動部のデータ電圧を増加させるステップであり得る。
【００５３】
　上記のようにして本発明による有機電界発光表示装置及びその駆動方法は、有機電界発
光表示素子に流れる電流（電圧）を測定してフレームメモリ上の参照値と比べ、これによ
って電源供給部の電圧やデータ駆動部のデータ値を補正することで、有機電界発光表示素
子の劣化及び温度変化によるリアルタイム補正を提供する。
【発明の効果】
【００５４】
　本発明による有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示素子の劣化及び温度変化によ
る輝度変化に対する補正を、電源電圧値を補正することでリアルタイムで可能にする。
【００５５】
　また、本発明による有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示素子の劣化及び温度変
化による輝度変化に対する補正を、データ値を補正することでリアルタイムで可能にする
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５６】
　以下、当業者が本発明を容易に実施できる程度に本発明の望ましい実施例を添付された
図面を参照して詳しく説明すると、次のようである。
【００５７】
　以下においては、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置の輝度補正ステップを
説明する。
【００５８】
　図１は、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置の駆動方法を示したフローチャ
ートである。
【００５９】
　図１に示したように、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置の輝度補正ステッ
プは、電源電圧供給ステップＳ１、電圧検知ステップＳ２、検知電圧と参照値を比べるス
テップＳ３、電源電圧を増加／減少させるステップＳ４、上記の過程を繰り返すステップ
Ｓ５で構成される。
【００６０】
　電源電圧供給ステップＳ１は、有機電界発光表示パネルに電源を供給するステップであ
って、電源供給部によって行われる。電源供給部は、ピクセル回路の他に走査駆動部及び
データ駆動部にも正電圧を供給する役割をする。
【００６１】
　電圧検知ステップＳ２は、一定領域において電圧値を測定するためのステップである。
電圧検知ステップで検知された電圧を用いてピクセル回路の一定輝度を得るための電圧値
が得られ、これを用いて発光するピクセルに流れる電流値を計算することができる。
【００６２】
　検知電圧と参照値とを比べるステップＳ３は、電圧検知ステップで検知された電圧を基
準となる参照値と比べるステップである。ステップを通じてピクセル回路が基準値に比べ
て劣化した程度及び温度変化による影響の程度が分かる。
【００６３】
　電源電圧を増加／減少させるステップＳ４は、検知電圧と参照値とを比べるステップＳ
３で得た値をもって電源電圧部の電圧値を増加または減少させることで、劣化または温度
変化による輝度変化を補正するステップである。
【００６４】
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　上記の過程を繰り返すステップＳ５は、ステップＳ１ないしＳ４を繰り返すステップで
ある。ステップＳ５を通じて現在発光しているピクセルの輝度補正をリアルタイムで行う
ことが可能である。
【００６５】
　これらのステップＳ１ないしＳ５を通じて、輝度変化がピクセル回路の劣化によるもの
であるか、または、周辺温度変化によるものであっても、適切な輝度補正が可能である。
また、上記したステップを通じて、現在発光しているピクセルを用いて輝度補正を行うの
で、リアルタイム輝度補正が可能であるという特徴を有する。
【００６６】
　以下においては、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置１００の構成について
説明する。
【００６７】
　図２ないし図４は、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置１００、有機電界発
光表示装置のピクセル回路、ピクセル回路の駆動タイミング図を示した概略的な図である
。
【００６８】
　図２に示したように、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置１００は有機電界
発光表示パネル１１０、電源供給部１２０、電圧検知部１３０、制御部１４０を含むこと
ができる。
【００６９】
　有機電界発光表示パネル１１０は、走査駆動部１１１、データ駆動部１１２、ピクセル
回路１１３を含む。
【００７０】
　走査駆動部１１１は、ピクセル回路１１３うち発光することになるピクセル回路の行に
電圧を印加する。その結果、電圧が印加されたピクセル回路１１３に繋がれたスイッチト
ランジスタがターンオンされ、ピクセル回路１１３は発光できるようになる。
【００７１】
　データ駆動部１１２は、走査駆動部１１１によって選択されたピクセル回路１１３にデ
ータ電圧値を印加する役割をする。ピクセル回路１１３は駆動トランジスタを含み、デー
タ駆動部１１２は駆動トランジスタのゲートに電気的に繋がれる。したがって、データ駆
動部１１２のデータ電圧値に応じて駆動トランジスタのゲート電圧が変わるようになり、
次の数式
【数３】

によって有機電界発光素子ＯＬＥＤに流れる電流が制御される。このとき、数式において
、ＶＧＳは駆動トランジスタの制御電極（ゲート電極）と第１電極（ソースまたはドレイ
ン電極）間の電圧差を意味し、ＶＴＨは駆動トランジスタの閾値電圧を意味する。また、
βは、電子または正孔の移動度と酸化シリコンのキャパシタンスを乗じた値を意味する定
数であって、ＩＯＬＥＤは有機電界発光素子に流れる電流値を意味する。上記のような方
法で電流が制御されると、有機電界発光素子発光層における電子と正孔とが結合する程度
が変わり、結局有機電界発光素子の輝度が制御される。
【００７２】
　また、本発明の場合には、デジタル駆動方式を用いる。デジタル駆動方式（正電圧駆動
方式）とは、データがアナログでなく２進数で表現されたデジタル信号で印加される方式
である。この場合、デジタル信号に応じて有機電界発光素子はターンオンとターンオフ動
作をするようになり、輝度の調節は各フレーム当りターンオンされる時間で決めることが
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できる。デジタル駆動方式の場合には、駆動トランジスタのゲート電圧は０または１（実
際の印加電圧は場合によって異なるように設定できる）に固定となり、ソースの電圧はＶ

ＤＤに固定となる。したがって、デジタル信号でデータが印加されると、ターンオンとタ
ーンオフ時に上記数式のＶＧＳとＶＴＨ値をそれぞれ計算することができるため、データ
毎に有機電界発光素子に流れる電流値を実験によって得ることができる。
【００７３】
　ピクセル回路１１３は、能動マトリクス（ＡＭ）方式の場合に、図３を参照すれば、ス
イッチングトランジスタＭａ、駆動トランジスタＭｂ、キャパシタＣ、有機電界発光素子
ＯＬＥＤを含めて構成される。
【００７４】
　スイッチングキャパシタＭａのゲートは走査駆動部１１１に電気的に繋がれ、ソースは
データ駆動部１１２に電気的に繋がれている。また、スイッチングキャパシタＭａのドレ
インは駆動トランジスタＭｂのゲートに繋がれているため、走査駆動部１１１によってス
イッチングキャパシタＭａがターンオンされると、駆動トランジスタＭｂのゲートにデー
タ電圧が印加されるようになる。
【００７５】
　駆動トランジスタＭｂのゲートはスイッチングキャパシタＭａのドレインに電気的に繋
がれ、ソースは電源電圧部１２０に電気的に繋がれている。したがって、駆動トランジス
タＭｂのゲートにデータ電圧が印加されると、データ値と電源電圧部１２０の電圧差によ
って上述した数式
【数４】

によって電流が流れるようになる。
【００７６】
　デジタル駆動方式の場合には、データ駆動部１１２の電圧が０または１（実際に印加さ
れる電圧は場合によって異なるように設定可能）に固定されるため、各データ当り流れる
ことになる電流値は一定に固定される。よって、デジタル駆動方式は、輝度差を示すため
に電流値を変化させるのではなく、有機電界発光表示素子の発光時間を制御する方法を用
いる。
【００７７】
　図３には、ピクセル回路１１３の一般的な構成が示されている。図示したように、ピク
セル回路１１３は、走査駆動部１１１に制御電極（ゲート電極）が繋がれて、データ駆動
部１１２に第１電極（ソース電極またはドレイン電極）が繋がれたスイッチングトランジ
スタＭａ、スイッチングトランジスタＭａに制御電極が繋がれて、電源供給部１２０に第
１電極が繋がれる駆動トランジスタＭｂ、駆動トランジスタＭｂの制御電極と第１電極に
繋がれるキャパシタＣ、駆動トランジスタＭｂに電気的に繋がれる有機電界発光素子ＯＬ
ＥＤを含む。
【００７８】
　スイッチングトランジスタＭａの制御電極は、走査駆動部１１１に電気的に繋がれてい
るため、図４を参照すれば、走査駆動部１１１の信号が低い値を持つ場合にターンオンさ
れる。スイッチングトランジスタＭａがターンオンされると、データ駆動部１１２のデー
タ値を駆動トランジスタＭｂに伝達するようになる。
【００７９】
　駆動トランジスタＭｂはＰＭＯＳであるため、図４を参照すれば、データ駆動部１１２
のデータ値が低い値を持つ場合にターンオンされる。駆動トランジスタＭｂがターンオン
されると、有機電界発光表示素子ＯＬＥＤに順方向のバイアスが印加されるため、有機電
界発光表示素子ＯＬＥＤは発光するようになる。また、キャパシタＣは駆動トランジスタ
Ｍｂに繋がれて駆動トランジスタＭｂの制御電極及び第１電極を一定の電圧値に保持させ
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る。したがって、デジタル駆動方式で有機電界発光表示素子ＯＬＥＤに流れる電流値が一
定に保持され、有機電界発光素子ＯＬＥＤの輝度は一定に保持される。
【００８０】
　電源供給部１２０は、走査駆動部１１１、データ駆動部１１２及びピクセル回路１１３
に電気的に繋がれ、これらに電圧電源を供給する。また、電源電圧によって有機電界発光
素子に流れる電流値が決まることは上述したようであるため、以下説明は省略する。
【００８１】
　電圧検知部１３０は、有機電界発光表示パネル１１０と電源供給部１２０間に電気的に
繋がれる。さらに詳しくは、本実施例において、電圧検知部１３０は電源電圧部１２０か
ら有機電界発光表示パネル１１０に印加される配線に直列に繋がれた抵抗で構成される。
抵抗は、有機電界発光表示パネルの駆動に影響の些細な小さい抵抗値を有することが望ま
しく、したがって数十ないし数百の単位（オーム）を有する。
【００８２】
　また、電圧検知部１３０は、抵抗両端の電圧を測定する役割をする。抵抗における電圧
を測定する理由は、抵抗の抵抗値はすでに分かっているものであるため、電圧を測定すれ
ば有機電界発光表示素子ＯＬＥＤに流れる電流値を計算することができるためである。結
局、電圧検知部１３０で測定された電圧で有機電界発光表示素子ＯＬＥＤに流れる電流を
測定したことになり、これは有機電界発光表示素子ＯＬＥＤの劣化または温度変化による
輝度の程度を把握するための測定値となる。
【００８３】
　制御部１４０は、データ駆動部１１２、電源供給部１２０、電圧検知部１３０に電気的
に繋がれる。制御部１４０は、有機電界発光表示素子ＯＬＥＤの輝度変化程度に応じて電
源電圧部１２０の電圧を増加または減少させる役割をする。
【００８４】
　制御部１４０は、累積加算部１４１、フレームメモリ１４２、比較部１４３、電圧調節
部１４４を含めて構成される。
【００８５】
　累積加算部１４１は、図面に示したように、データ駆動部１１２に電気的に繋がれてい
る。累積加算部１４１は、データ駆動部１１２から印加されるデータ値を受けて累積をす
る役割をする。デジタル駆動方式の場合、データ駆動部１１２によって印加されるデータ
は０または１に表示されるため、これらを累積すれば、該当時間に発光をする有機電界発
光表示素子ＯＬＥＤのピクセル数が分かるようになる。
【００８６】
　フレームメモリ１４２は、累積加算部１４１に電気的に繋がれる。フレームメモリは、
累積加算部１４１から累積されたデータ値を印加されて輝度変化程度の基準となる参照値
を出力する。フレームメモリ１４２には、この参照値計算のためのルックアップテーブル
が保存されている。
【００８７】
　フレームメモリ１４２に保存されているルックアップテーブルのパターンを示したグラ
フが図５に示されている。図５を参照すれば、グラフの横軸には発光する画素の数が示さ
れ、縦軸には有機電界発光表示パネル１１０に印加される電流値が示されている。
【００８８】
　上述したように、デジタル駆動方式は有機電界発光表示装置を通じた輝度を有機電界発
光表示素子ＯＬＥＤに流れる電流値ではなく、フレーム当り各有機電界発光表示素子ＯＬ
ＥＤに電流が流れる時間を通じて制御する方式である。よって、特定時刻に有機電界発光
表示素子ＯＬＥＤの全体に流れる電流値ＩＯＬＥＤはその時刻に発光するようになる画素
の数と比例関係にある。図５は、発光する画素の数と有機電界発光表示素子ＯＬＥＤに流
れるようになる電流値ＩＯＬＥＤの比例関係を示したグラフである。
【００８９】
　また、図５の比例関係を用いてルックアップテーブルが作成できる。図５のグラフやル
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ックアップテーブルにおける具体的なデータ値は、有機電界発光表示素子ＯＬＥＤに使わ
れる材料、電源供給部１１０から供給される電圧値、ピクセル回路１１３に使われる駆動
トランジスタＭｂの閾値電圧ＶＴＨなどの様々な要因によって測定される値であり、本発
明の実施例を参照すれば、当業者が当該ルックアップテーブルのデータ値を得ることが容
易であるため、以下説明は省略する。
【００９０】
　フレームメモリ１４２の可能な種類としては、例えば、１回に限って書込みが可能なプ
ログラマブル読み出し専用メモリ（ＰＲＯＭ）（、再書込みが可能な消去可能ＰＲＯＭ（
ＥＰＲＯＭ）、電気的に再書込みが可能な電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）及び
フラッシュメモリであり得る。
【００９１】
　さらに具体的には、製作された有機電界発光表示パネル１１０の特性は工程条件の僅か
な変化にも影響を受ける場合が多いため、製作された有機電界発光表示パネル１１０毎に
異なる輝度特性を有する場合が多い。したがって、書込みができないメモリ、例えばマス
クＲＯＭのように書込みが不可能なメモリを使う場合には、製作されたすべての有機電界
発光表示パネル１１０に対して固定された電源電圧補正値を使わなければならないため、
適切な電源電圧補正を行うことができない。それ故に、書込みが可能なメモリを使って製
作された有機電界発光表示パネル１１０に好適な電源電圧補正値を記録することで、工程
条件の差にもかかわらず、所望の輝度特性を有する有機電界発光表示装置を得ることがで
きる。
【００９２】
　したがって、フレームメモリ１４２は書込みが可能なＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、及びフラッシュメモリであり得るが、本発明のフレームメモリ１４２の種類は限定
されない。
【００９３】
　比較部１４３は、図２に示したように、電圧検知部１３０とフレームメモリ１４３に電
気的に繋がれている。比較部１４３は、電圧検知部１３０で測定した電圧値とフレームメ
モリ１４３で計算した参照値とを比べる機能を果たし、参照値と測定電圧値との差を出力
する。
【００９４】
　電圧調節部１４４は、比較部１４３に電気的に繋がれ、比較部１４３の出力が入力とし
て印加される。
【００９５】
　すなわち、参照値と測定電圧値との差が正数であれば、すなわち参照値が測定電圧値よ
り大きければ、比較部はその差分だけ電源供給部１２０の電圧を増加させる。
【００９６】
　また、もし参照値と測定電圧値との差が負数であれば、すなわち参照値が測定電圧値よ
り小さければ、比較部はその差分だけ電源供給部１２０の電圧を増加させる機能を果たす
ため、結果的に電源供給部１２０の電圧を減少させる。
【００９７】
　このような参照値と測定電圧値との差は、有機電界発光表示素子ＯＬＥＤの劣化と温度
変化による電流－電圧特性の変化によって発生する。したがって、電圧調節部１４３によ
る電源供給部１２０の電圧の補正は、劣化や温度変化にかかわらず、すべての場合に対す
る輝度補正を提供するようになる。
【００９８】
　上記のように、本発明の一実施例による有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示素
子ＯＬＥＤの劣化と温度変化にかかわらず、すべての場合に対する輝度のリアルタイム補
正が可能である。また、電圧検知部１３０がモジュール内に位置することで、別の電流測
定用素子が必要なく単価を下げることができるという特徴がある。
【００９９】



(16) JP 2008-268914 A 2008.11.6

10

20

30

40

50

　以下においては、本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置２００について説明
をする。
【０１００】
　図６に、本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置２００が示されている。
【０１０１】
　図６に示したように、本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置２００は、有機
電界発光表示パネル１１０、電源供給部１２０の外にも、有機電界発光表示パネル１１０
の一部と電気的に繋がれている電圧検知部２３０と電圧検知部２３０に電気的に繋がれて
いる制御部２４０をさらに含むことができる。
【０１０２】
　図示されたように、本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置２００は、前述し
た有機電界発光表示装置１００とほぼ同じである。同じ構成及び動作を有する部分に対し
ては同じ図面符号を付し、以下では差異点を中心に説明する。
【０１０３】
　電圧検知部２３０は、図６に示したように有機電界発光表示パネル１１０の一部と電源
供給部１２０間に電気的に繋がれている。電圧検知部２３０が、有機電界発光表示パネル
１１０の一部（図６においては縦方向で一列）のみに繋がれるため、電圧検知部２３０が
繋がれたピクセル回路１１３ａと繋がれないピクセル回路１１３ｂは相異なる配線を通じ
て電源供給部１２０に繋がれる。
【０１０４】
　電圧検知部２３０は、上述した実施例１００と同様に抵抗を通じて繋がれることができ
る。抵抗は、駆動に影響の些細な小さい抵抗値を有し、上述した実施例１００と同様に望
ましくは数十オームないし数百オームの値を有する。電圧検知部２３０の機能は、図２を
参照すれば、上述した実施例１００における電圧検知部１３０と同様であるため、説明は
省略する。
【０１０５】
　制御部２４０は、累積加算部２４１、フレームメモリ２４２、比較部２４３、電圧調節
部２４４を含む。
【０１０６】
　累積加算部２４１は、電圧検知部２３０が繋がれたピクセル回路１１３ａに印加される
データ値のみをデータ駆動部１１２から入力されるようになる。上述した実施例１００と
は異なってすべてのピクセル回路１１３におけるデータ値を入力されるのではなく、電圧
検知部２３０が繋がれたピクセル回路１１３ａにおけるデータ値のみを入力されるという
差がある。累積加算部２４１は、電圧検知部２３０が繋がれたピクセル回路１１３ａから
のデータ値のみを累積して出力として示すようになる。
【０１０７】
　フレームメモリ２４２は、累積加算部２４１に電気的に繋がれている。フレームメモリ
２４２は、累積加算部２４１の出力を入力として受けて発光するピクセル回路に流れる電
流値、すなわち参照値を計算する。したがって、フレームメモリ２４２は参照値を計算す
るためのルックアップテーブルを保存していなければならず、該ルックアップテーブルは
図５に示した上述した実施例１００のルックアップテーブルと同じである。
【０１０８】
　また、フレームメモリ２４２の機能は、上述した図２を参照すれば、上述した実施例１
００におけるフレームメモリ２４２と同じであるため、説明は省略する。
【０１０９】
　比較部２４３は、電圧検知部２３０とフレームメモリ２４２に電気的に繋がれている。
比較部２４３は、電圧検知部２３０で測定した電圧値とフレームメモリ２４３で計算した
参照値とを比べる機能を果たすようになり、参照値と測定電圧値との差を出力として示す
ようになる。
【０１１０】
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　電圧調節部２４４は、比較部２４３に電気的に繋がれている。電圧調節部の機能は、電
圧調節部２４４に印加された参照値と測定電圧値とを比べて電源供給部１２０の電圧値を
補正することであり、上述した実施例１００における電圧調節部１４４と同じである。
【０１１１】
　また、図示していないが、電圧検知部２３０が繋がれるピクセル回路１１３ａは、横方
向でｎ行または縦方向でｍ列または有機電界発光表示パネル１１０内で多角形状の一部の
ピクセル回路だけに繋がれることもできる。このような連結は、図６を参照すれば当業者
が容易に実施可能であるため、以下ピクセル回路１１３ａの連結についての説明は省略す
る。
【０１１２】
　本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置２００は、上述した実施例１００と異
なって、電圧検知部２３０が有機電界発光表示パネル１１０の一部のピクセル回路１１３
ａだけに繋がれて電圧を測定する。また、本実施例２００の比較部２４０も、一部のピク
セル回路１１３ａに該当するデータ値のみで比較するようになる。
【０１１３】
　実施例２００のように一部のピクセル回路１１３ａにおける値のみで測定して比較する
ようになれば、累積加算部２４１で全体データでなく一部のデータだけを累積するように
なり、演算速度が速くなるという長所がある。
【０１１４】
　以下、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置３００の輝度補正ステッ
プをブロックで説明する。
【０１１５】
　図７は、本発明のさらに他の実施例によるフローチャートを示した図である。
【０１１６】
　図７に示したように、本発明のさらに他の実施例による輝度補正ステップは電源電圧供
給ステップＳ１、電圧検知ステップＳ２、検知電圧と参照値とを比べるステップＳ３、デ
ータ電圧を増加／減少させるステップＳ４、上記の過程を繰り返すステップＳ５で構成さ
れる。
【０１１７】
　図７に示す本発明のさらに他の実施例３００による輝度補正ステップは、図１に示す本
発明の一実施例１００による輝度補正ステップとほぼ同じである。以下、その差を中心に
説明する。
【０１１８】
　電源電圧供給ステップＳ１は、図１の電源電圧供給ステップと同様であり、有機電界発
光表示パネルに電源を供給するステップとして電源供給部によって行われる。電源供給部
は、ピクセル回路の他にも走査駆動部とデータ駆動部にも正電圧を供給する役割をする。
【０１１９】
　電圧検知ステップＳ２は、図１の電圧検知ステップと同様であり、一定領域で電圧値を
測定するためのステップである。電圧検知ステップで検知された電圧を用いてピクセル回
路の一定輝度を得るための電圧値が得られ、これを用いて発光するピクセルに流れる電流
値を計算することができる。
【０１２０】
　検知電圧と参照値とを比べるステップＳ３も、図１の検知電圧と参照値とを比べるステ
ップと同様であり、電圧検知ステップで検知された電圧を基準となる参照値と比べるステ
ップである。ステップを通じてピクセル回路が基準値に比べて劣化された程度及び温度変
化による影響の程度が分かる。
【０１２１】
　データ電圧を増加／減少させるステップＳ４は、検知電圧と参照値とを比べるステップ
Ｓ３で得た値を持ってデータ駆動部の電圧値を増加または減少させることで、劣化または
温度変化による輝度変化を補正するステップである。
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【０１２２】
　デジタル駆動方式の場合には、データ駆動部のデータ値は０または１を有することがで
きる。このとき、有機電界発光表示素子ＯＬＥＤの発光時のデータが０であるか１である
かによって、そしてピクセル回路１１３の駆動トランジスタＭｂがＮＭＯＳまたはＰＭＯ
Ｓであり得て、データ１に対する実際の電圧は高い電圧または低い電圧であり得る。した
がって、本発明のさらに他の実施例３００による有機電界発光表示装置３００は、当業者
の選択によって輝度の補正のためにデータ電圧値を増加させたり減少させる。詳しい説明
は後述する。
【０１２３】
　上記の過程を繰り返すステップＳ５は、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光
表示装置３００のリアルタイム補正を繰り返して行う役割を果たし、ステップＳ５につい
ての説明は省略する。
【０１２４】
　これらのステップＳ１ないしＳ５を通じて、輝度変化がピクセル回路の劣化によるもの
であったり、または周辺温度変化によるものであっても適切な輝度補正が可能である。ま
た、ステップを通じれば、リアルタイム輝度補正が可能であり、上述した実施例１００、
２００と比べると直接的にデータ値を補正するという特徴を有する。
【０１２５】
　以下、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置３００の構成について説
明する。
【０１２６】
　図８及び図９は、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置３００、ルッ
クアップテーブルを示した概略図である。
【０１２７】
　図８に示したように、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置３００は
、有機電界発光表示パネル１１０、電源供給部１２０、電圧検知部１３０の他にも、有機
電界発光表示パネル１１０に印加されるデータ値を制御する制御部３４０を含むことがで
きる。
【０１２８】
　図示されたように本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置３００は、上
述した有機電界発光表示装置１００とほぼ同じである。同じ構成及び動作を有する部分に
対しては同じ図面符号を付し、以下においてはその差を中心に説明する。
【０１２９】
　制御部３４０は、電圧検知部１３０と有機電界発光表示パネル１１０のデータ駆動部１
１２に電気的に繋がれている。制御部は、電圧検知部１３０に電気的に繋がれた累積加算
部１４１、この累積加算部１４１に電気的に繋がれたフレームメモリ３４２、電圧検知部
１３０とフレームメモリ３４２に電気的に繋がれた比較部１４３、この比較部１４３に電
気的に繋がれたガンマ調節部３４５を含む。
【０１３０】
　ガンマ調節部３４５は、比較部１４３に電気的に繋がれ、比較部１４３の出力を入力さ
れて有機電界発光表示パネル１１０のデータ駆動部１１２のデータ値を補正する役割を果
たす。
【０１３１】
　さらに詳細な説明のために、ピクセル回路１１３の駆動トランジスタＭｂがＰＭＯＳで
あって、データ１が印加される場合に有機電界発光表示素子ＯＬＥＤが発光する場合を例
に挙げて説明する。
【０１３２】
　ガンマ調節部３４５は、図８を参照すれば、比較部１４３の出力を入力として印加され
る。比較部１４３の出力が正数であれば、すなわちフレームメモリ１４２の参照値が電圧
検知部１３０の測定電圧値より大きければ、ガンマ調節部３４５は有機電界発光表示素子
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ＯＬＥＤの輝度を増加させるための補正を行う。このとき、本発明のさらに他の実施例に
よる有機電界発光表示装置３００は、データ駆動部１１２のデータ値を補正することを特
徴とする。
【０１３３】
　フレームメモリ３４２には、データ駆動部１１２のデータ値の補正に必要なルックアッ
プテーブルが保存される。
【０１３４】
　図９ａは、累積加算部１４１の累積データ値による参照値を表示したルックアップテー
ブルのパターンを示すグラフである。図９ａのルックアップテーブルのパターンは、図５
のルックアップテーブルのパターンと一致する。
【０１３５】
　図９ｂは、比較部１４３の出力によるデータ増分値を示したルックアップテーブルのパ
ターンを示すグラフである。図９ｂを参照すれば、ここで比較部１４３の結果は参照値か
ら測定値を引いた結果として示される。また、図９ｂを参照すれば、パターンを用いて比
較部１４３の結果によるデータ増分値を示すルックアップテーブルを作ることができる。
【０１３６】
　比較部１４３の出力に応じてガンマ調節部３４５の出力値が決められる。また、図９ｂ
を参照すれば、ルックアップテーブルには比較部の出力が正数値である場合だけでなく、
出力は負数値を有することもできることが分かる。この場合には、ガンマ調節部３４５が
ルックアップテーブルの結果値分だけデータ値を減少させる動作をする。駆動トランジス
タは、ＰＭＯＳ、ＮＭＯＳ、ＣＭＯＳであり得て、データ駆動部のデータ値が１であると
き、実際には高い電圧値または低い電圧値を有することができるが、駆動トランジスタＭ
ｂ及びデータ駆動部のデータ値の種類を限定することはない。
【０１３７】
　本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置３００と本発明の一実施例によ
る有機電界発光表示装置１００との差異点は、比較部の結果に応じて電源電圧部１２０の
電圧値ではなくデータ駆動部１１２のデータ値を補正することである。その結果、図９ｂ
に示された比較部１４３の出力によるデータ増分値を示したルックアップテーブルがさら
に必要であり、このルックアップテーブルもフレームメモリ３４２に保存されている。
【０１３８】
　以下、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置４００について説明する
。
【０１３９】
　図１０には、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置４００が示されて
いる。
【０１４０】
　図１０に示したように、本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置４００
は有機電界発光表示パネル１１０、電源供給部１２０の他にも有機電界発光表示パネル１
１０の一部ピクセル回路１１３ａに印加される電圧を測定する電圧検知部４３０と電圧検
知部４３０に電気的に繋がれた制御部４４０をさらに含むことができる。
【０１４１】
　図示されたように本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置４００は、上
述した有機電界発光表示装置２００、３００とほぼ同じである。同じ構成及び動作を有す
る部分に対しては同じ図面符号を付し、以下においてはその差を中心に説明する。
【０１４２】
　電圧検知部４３０は、図１０に示したように、有機電界発光表示パネル１１０の一部と
電源供給部１２０間に電気的に繋がれている。電圧検知部４３０が有機電界発光表示パネ
ル１１０の一部（図１０では縦方向に一列）だけに繋がれるため、電圧検知部４３０が繋
がれたピクセル回路１１３ａと繋がれないピクセル回路１１３ｂは相異なる配線を通じて
電源供給部１２０に繋がれる。電圧検知部４３０の機能は、図６を参照すれば、上述した
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実施例２００における電圧検知部２３０と同じであるため、説明は省略する。
【０１４３】
　制御部４４０は、累積加算部４４１、フレームメモリ４４２、比較部４４３、ガンマ調
節部４４５を含む。
【０１４４】
　累積加算部４４１は、電圧検知部４３０が繋がれたピクセル回路１１３ａに印加される
データ値のみをデータ駆動部１１２から入力される。上述した実施例３００との差異点は
、すべてのピクセル回路１１３におけるデータ値が入力されるのではなく、電圧検知部４
３０が繋がれたピクセル回路１１３ａにおけるデータ値のみが入力されることである。累
積加算部４４１は、電圧検知部４３０が繋がれたピクセル回路１１３ａにおけるデータ値
のみを累積して出力として示す。
【０１４５】
　フレームメモリ４４２は、累積加算部４４１に電気的に繋がれている。フレームメモリ
４４２は、累積加算部４４１の出力を入力として受けて発光するピクセル回路に流れる電
流値、すなわち参照値を計算する。したがって、フレームメモリ４４２には、参照値計算
のためのルックアップテーブルが保存されている。また、フレームメモリ４４２は、比較
部４４３の出力によるデータ補正値を計算するためのルックアップテーブルが保存されて
いる。ルックアップテーブルは、図９ａ、９ｂに示されている上述した実施例３００のル
ックアップテーブルと同じである。フレームメモリ４４２は、上述した実施例３００にお
けるフレームメモリ３４２と同じであるため、説明は省略する。
【０１４６】
　比較部４４３は、電圧検知部４３０とフレームメモリ４４２に電気的に繋がれてこれら
の出力を入力として印加される。比較部４４３は、電圧検知部４３０の測定値とフレーム
メモリ４４３の計算値とを比べる役割を果たす。比較部４４３の比較対象である測定値及
び計算値が電圧検知部が繋がれたピクセル回路１１３ａに印加される電流値であることを
除けば、比較部４３０は上述した実施例３００における比較部１４３と同じである。した
がって、説明は省略する。
【０１４７】
　ガンマ調節部４４５は、フレームメモリ４４２と比較部４４３に電気的に繋がれている
。ガンマ調節部４４５は比較部４４３の出力を入力として印加され、フレームメモリ４４
２に保存されているルックアップテーブルからデータ補正値を印加される。ガンマ調節部
４４５は、データ補正値を通じてデータ駆動部１１２のデータ値を補正する機能を果たす
。ガンマ補正部４４５の説明は、上述した実施例３００と同じであるため省略する。
【０１４８】
　本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置４００は、上述した実施例３０
０とは異なって電圧検知部４３０が繋がれたピクセル回路１１３ａに印加される電圧のみ
を測定する。また、比較部４４３も電圧検知部が繋がれたピクセル回路１１３ａに該当す
るデータ値だけで比較する。
【０１４９】
　実施例４００のように、一部ピクセル回路１１３ａにおける値だけで測定して比較する
ようになれば、累積加算部４４１で全体データでなく、一部データだけを累積するように
なり、演算速度が速くなるという長所がある。
【０１５０】
　以上の説明は、本発明による有機電界発光表示装置を実施するための１つの実施例に過
ぎず、本発明は上記の実施例に限定されることなく、特許請求の範囲で請求するところの
ように本発明の要旨を逸脱せずに当業者であれば誰でも多様な変更実施が可能な範囲まで
本発明の技術的精神があると言えるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０１５１】
【図１】本発明の一実施例による有機電界発光表示装置の駆動方法を示したフローチャー
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【図２】本発明の一実施例による有機電界発光表示装置を概略的に示したブロック図。
【図３】一般的な有機電界発光素子のピクセル回路を示した図。
【図４】図３に示されたピクセル回路の駆動タイミング図を示した図。
【図５】本発明の一実施例による有機電界発光表示装置における電圧値の参照値計算のた
めのルックアップテーブルのパターンを示したグラフ。
【図６】本発明の他の実施例による有機電界発光表示装置を概略的に示したブロック図。
【図７】本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置の駆動方法を示したフロ
ーチャート。
【図８】本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置を概略的に示したブロッ
ク図。
【図９ａ】本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置におけるデータ値の参
照値計算のためのルックアップテーブルのパターンを示したグラフ。
【図９ｂ】本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置におけるデータ値の補
正のためのルックアップテーブルのパターンを示したグラフ。
【図１０】本発明のさらに他の実施例による有機電界発光表示装置を概略的に示したブロ
ック図。
【符号の説明】
【０１５２】
　１００、２００、３００、４００　有機電界発光表示装置
　１１０　有機電界発光表示パネル
　１１１　走査駆動部
　１１２　データ駆動部
　１１３　ピクセル回路
　１２０　電源供給部
　１３０　電圧検知部
　１４０　制御部
　１４１　累積加算部
　１４２　フレームメモリ
　１４３　比較部
　１４４　電圧調節部
　３４５　ガンマ調節部
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